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東京工科大学応用生物学部　皮膚生理学研究室

吉 田 雅 紀

1. 東京工科大学応用生物学部，食品・化粧品専攻　　
化粧品コースについて

東京工科大学は1986年開学の理工系総合大学であり，
建学以来，基本理念を「生活の質の向上，技術の発展と
持続可能な社会に貢献する人材を育成する」とし，学生
の国際的な教養，豊かな人間性，高い倫理性と創造性，
実践的な専門知識と技術，コミュニケーション能力，論
理的な思考能力，分析・評価能力，問題解決力の学修を
目標としています。また，社会や技術の変化に柔軟に適
応できる能力を身につけた人材の育成を目標とする実学
主義を基本としています（https://www.teu.ac.jp）（Fig. 1）。
我々が在籍する皮膚生理学研究室（https://masaki-yoshida- 

lab.bs.teu.ac.jp）は，八王子市南部の丘陵地に立地する八
王子キャンパスにあり，応用生物学部　食品・化粧品専
攻の化粧品コースに所属しています（Fig. 2）。現在，化
粧品コースには6つの研究室が所属しており，材料化
学，皮膚科学，毛髪など化粧品開発に関わる各分野を研
究しています。

2. 化粧品コースの教育

「食品・化粧品専攻」の「化粧品コース」は，皮膚・毛
髪と化粧品についての知識・技術を専門的かつ実践的に
学ぶコースで，日本で初めて設立された化粧品専門コー
スです。化粧品コースにおいては美白・抗老化・育毛な
どの有効成分に関わる研究や開発分野を体系的に学ぶこ
とができます。化粧品や皮膚研究に携わる教員が多数在
籍しており，化粧品の材料や処方実験から，皮膚科学を
中心に細胞生物学，生化学，組織化学，香粧品学的なヒ
トでの解析などを実験，講義を通して学修します。特徴
的な教科としては，化粧品科学，化粧品材料学，皮膚科
学，化粧品実験などがあり従来の化粧品に関する基礎知
識や処方技術に加えて，未来の化粧品・美容関連製品の
開発につながるコンセプトや最先端の研究内容について
も学ぶことができます。
本コースには化粧品メーカー出身の研究者が多く所属
しており，未来の化粧品・美容関連製品の開発につなが
るコンセプトや最先端の研究内容についても学ぶことが
でき，就職では化粧品・美容関連業界はもちろんのこ

と，食品や医薬品業界も有力な進路となっています。

3. 皮膚生理学研究室の沿革

皮膚生理学研究室は2020年10月の吉田の着任により
活動を開始しました。翌月には初期メンバーの4年生11
人が配属されたため，機器もそろわないうちからテーマ
の立ち上げに追われ，当初は他研究室に機器を借りに
行ったり，機器の納品を待って実験が開始したりする自
転車操業でした。しかし，2021年4月より正木仁先生の
定年に伴い旧光老化研究室の設備を継承してからはかな
り安定して研究が進むようになりました。吉田は1990
年に鐘紡（株）生化学研究所に入社し，後にカネボウ化粧
品へ転属して15年を過ごしたあと退社，BASF，同志社
大学エスティーローダー寄付講座，クラシエホームプロ
ダクツ &製薬，ホーユー株式会社のそれぞれの研究所
での経験を経ての着任となり，化粧品の基礎研究者とし
ては珍しく複数の会社での研究開発経験を持ちます。ク
ラシエ入社以後は大半の時間を長浜バイオ大学アニマル
バイオサイエンス学科動物生理学研究室（永井教授）で
過ごし，所属会社はいくつか変わりましたが，30年間
一貫して皮膚科学の研究に専念していました。もともと
は生化学と分子生物学をベースとしていましたが，現在
は組織化学的なアプローチを主としており，後に述べる
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Fig. 1. 東京工科大学八王子キャンパス．スタイリッシュ
な建築の各研究棟や講義棟．どの建物も近未来を
感じさせる統一感のあるキャンパスです．
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